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つ な ん じ か ん

ハイタカ

今年は例年に比べると

暖かくなるのが少し早いような…

新年度は春らしい雰囲気のなか

スタートを切りました

春を迎え

暖かい気候を好む動物たちも

動き出しました

人も植物も動物も

新たな１年の始まりです



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を
委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただ
くか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問
い合わせください。

04 平成30年度当初予算
12 虫歯のなかった子

平成30年度町政功労者表彰
14 この冬を振り返る～積雪記録～

08
13
15
16
17

18
19
20

21
22
23
24

見て・知って・得をする　かわらばん
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広報 4平成30年４月号

目的別
歳　入

依
存
財
源
72.6％

29億9,000万円
地方交付税
（46.0％）

5億3,186万円
県出金（8.2％）

8,942万円
その他（1.3％）

4億8,780万円
町債（7.5％）

4億4,991万円
国庫支出金
（6.9％）

1億7,069万円
地方消費税交付金（2.7％）

10億6,047万円
町税

（16.3％）

自主財源

27.4％ 2億5,512万円
繰入金（4.0％）

1億5,000万円
繰越金（2.3％）

2億770万円
その他（3.2％）

1億503万円
諸収入（1.6％）

目的別
歳　出

15億4,606万円
民生費
（23.8％）

6億5,775万円
総務費
（10.1％）

8億2,094万円
農林水産業費
（12.6％）

6億7,481万円
教育費
（10.4％）

7億3,638万円
衛生費
（11.3％）

8億7,380万円
土木費
（13.5％）

5億5,009万円
     公債費

　　　　　（8.5％）

2億9,392万円
消防費（4.5％）

2億5,384万円
商工費（3.9％）

9,041万円
その他（1.4％）

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町税
町が独自で課税 ･徴収することができる税金で町民税、固定資産税、
軽自動車税など。

■諸収入
延滞金、預金利子、雑入などの他の科目に含まれない金額。

■繰越金
前年度から今年度へ持ち越した金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税
全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から町に交付
されるお金。

■町債
公共施設の整備など長期間にわたって利用でき、多額の経費が必
要なものの財源に充てる町の借入金。

■国庫支出金
特定の事業に対して、国が町へ交付するお金。

■県支出金
特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。

■地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按

あん

分し、
町に交付するお金。

■民生費
高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など、安定した社会生活を
保障するための経費。

■教育費
小中学校の施設や、教育、公民館、社会教育など教育関係の経費。

■農林水産業費
農林業の振興や土地改良事業などに使われる経費。

■衛生費
健康の維持増進や環境整備など、健康で衛生的な生活を維持する
ための経費。

■総務費
自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計など役場運営の全般
的な経費。

■土木費
道路や河川の維持管理、整備などの経費。

■公債費
町の借入金の元金や利子を支払うための経費。

■消防費
広域消防への負担金や、消防団の運営にかかる経費。

■商工費
商工業の振興、観光の振興にかかる経費。

平成30年度

当初予算
一　　般　　会　　計
歳入歳出総額

64億9,800万円
　新年度の予算編成にあたり、子育て・教育・福祉の充実、地域経済の進展、一層の住民負担軽減を柱と
した「強くてどこよりもやさしいまち」づくりに向けた予算編成を行いました。
　予算の規模は、一般会計予算が対前年比6.3％減の64億 9,800万円、国民健康保険や下水道、病院事
業などの特別会計と合わせた総額は、対前年比7.3％減の119億 1,009万円となりました。

用 語 の 説 明

歳 出 歳 入
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5 広報 平成30年４月号

商 工 費

25,883円9,219円

その他（議会費・労働費等）

総 務 費

67,069円

29,970円

消 防 費

教 育 費

68,809円75,087円

衛 生 費

土 木 費

89,100円56,092円

公 債 費

民 生 費

157,649円

農林水産費

83,710円

●平成 30 年４月１日現在の人口 9,807 人で換算

区       　　分 平成30年度 平成29年度 対前年比（％）

一般会計 64億9,800万円 69億3,500万円 △ 6.3

特
別
会
計
・
事
業
会
計

国民健康保険特別会計 9億 9万円 12億5,786万円 △ 28.4

後期高齢者医療特別会計 1億2,068万円 1億1,319万円 6.6

介護保険特別会計 17億6,544万円 19億 152万円 △ 7.2

簡易水道特別会計 1億7,705万円 1億4,616万円 21.1

下水道事業特別会計 3億7,756万円 3億8,018万円 △ 0.7

農業集落排水事業特別会計 2億8,437万円 2億8,944万円 △ 1.8

病院事業会計 17億8,690万円 18億1,872万円 △ 1.8

計 54億1,209万円 59億 707万円 △ 8.4

合　　　計 119億1,009万円 128億4,207万円 △ 7.3

対前年比伸び率

一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…662,588円
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　平成 30 年度は、津南病院の抜本的な改革をはじめ、保育園

の統廃合、津南地域衛生施設組合のありかた、公共交通体系の

見直し、国による減反政策の廃止に伴う津南町農業の推進、旧

中津小学校の活用など主要課題の具現化に向けてのスタートの

年となります。

　町の発展に向けて、その他事業についてもご紹介します。

主要事業

　低温・日照不足等の気象変化に強く、今まで以上の良食味米の生産

をするため、水田の「土づくり（堆肥施用）」に対する補助事業です。

町が指定する 100％有機肥料を購入した農家に対して、購入額（税抜）

の 3 分の１を補助します。町内に住所があるかた、町内に水田を持っ

ているかた、平成 30 年４月から 11 月末までに購入し、平成 30 年４

月から 11 月末までに上記の肥料を散布した農家が対象となります。詳

しくは、地域振興課農林課（℡ 765-3115）までお問い合わせください。

　町が所有するスクールバスと給食運搬車が老朽化に伴

い、このたび更新することになりました。スクールバス

は主に小・中学生の登下校に使用し、給食運搬車は中等

教育学校の給食運搬に使用します。今年度中に納車され

る予定です。詳しくは、教育委員会子育て教育班（℡

765-3118）までお問い合わせください。

　津南町と栄村を一帯とするこの地域は、平成 26 年に日本ジオパーク

に認定され、地域の活性化を目的として「苗場山麓ジオパーク」が誕生

しました。この４年間、地域の子どもたちや認定ガイドの皆さんが先

頭にたって活動をしていただいております。そして、今年は４年に１度

の再審査の年となりました。この苗場山麓の魅力を伝えていく活動を皆

さんとともに続けていくために、さらに事業を発展させます。詳しくは、

ジオパーク推進室（℡ 765-1600）までお問い合わせください。

水田の土づくり補助事業…………………… 5,455千円

学校関連自動車購入事業………………… 35,321千円

ジオパーク推進事業…………………………… 25,124千円

新規

新規

継続



特集 平成30年度当初予算

7 広報 平成30年４月号

その他事業

　財政運営は依然として厳しい状況ですが、職員定数の適正管理による人件費削減や、経費削減を徹底し、最小の経費で最

大の行政効果を図ってまいります。

　町民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。　

・定期バス運行補助、地域公共交通運行事業

　………………………………………………… 76,438千円

・ふるさと支援まちづくり寄附金事業……… 25,697千円

・地域おこし協力隊の設置…………………… 17,154千円

・長野県北部地震による地殻変動のための地籍補正調査

　………………………………………………… 12,885千円

・大地の芸術祭事業…………………………… 14,940千円

・移住定住促進助成事業…………………………2,600千円

・空き家改修補助事業………………………………800千円

・スキー場（マウンテンパーク津南）管理運営事業

　………………………………………………… 25,146千円

・要援護世帯除雪事業……………………………9,446千円

・障害者介護給付事業……………………… 200,910千円

・高齢者コミュニティセンター修繕事業………3,720千円

・保育園耐震診断事業……………………………2,519千円

・保健センター修繕事業…………………………5,740千円

・不妊治療費助成事業……………………………1,400千円

・産後ケア助成事業…………………………………324千円

・子ども医療費助成事業……………………… 19,672千円

・寝たきり０運動事業……………………………9,414千円

・津南健康増進施設（クアハウス津南）管理運営事業

　………………………………………………… 48,078千円

・町立津南病院への運営費補助及び出資… 322,099千円

・農産物認証制度補助事業（津南町認証米の奨励）、

　土づくり事業補助…………………………… 13,555千円

・小水力発電所管理

　（農業用導水路を活用した小水力発電による売電及び施設管理）

　……………………………………………………5,988千円

・中山間地域直接支払事業………………… 117,620千円

・多面的機能支払交付金事業……………… 155,386千円

・棚田地域等保全整備事業（結東石垣田内の農道拡幅改良事業）

　………………………………………………… 12,774千円

・後継者配偶者対策事業（各種講習会や交流イベント）

　……………………………………………………1,540千円

・橋梁修繕事業………………………………… 72,000千円

・町道改良舗装事業………………………… 127,500千円

・除雪機械等購入事業………………………… 44,100千円

・住宅改修事業補助………………………………8,900千円

・町営住宅整備事業

　（旧大船町営住宅の解体及び駐車場整備等）

　………………………………………………… 82,640千円

・みらい教室委託事業………………………………824千円

・学校関連自動車購入事業

　（スクールバス及び給食運搬車の購入）

　………………………………………………… 35,321千円

・適応指導教室運営事業…………………………6,319千円

・特別支援教育振興事業……………………… 50,995千円

・埋蔵文化財活用拠点施設整備事業（旧中津小学校改修事業）

　　……………………………………………… 32,000千円

・ジオパーク推進事業（ガイド養成、主要サイト整備、看板設置など）

　　……………………………………………… 25,124千円

・十日町地域広域事務組合負担金………… 275,677千円

・全国瞬時警報システム新型受信機整備事業…2,700千円

・地域防災計画策定事業…………………………3,878千円

・住宅用防火対策設備補助金事業…………………400千円

・冬期集落保安要員設置事業……………………4,424千円

●総務費 ●商工費

●土木費

●教育費

●消防費

●民生・衛生費

●農林水産業費
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、長
生
学

園
水
墨
画
ク
ラ
ブ
の「
春
の
水
墨
画
展
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

個
性
豊
か
な
作
品
や
力
作
揃
い
の
展
示
会
で

す
の
で
、た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
展
示
期
間　

４
月
28
日
㈯
～
５
月
６
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

■
展
示
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階　

和
室

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
、公
正
中
立
の
立
場
か
ら
道
路
・
年
金
・
雇
用

を
は
じ
め
と
し
た
国
の
業
務
、独
立
行
政
法
人

や
特
殊
法
人
の
業
務
、地
方
公
共
団
体
が
国
か

ら
の
委
任
や
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
業
務

　
「
地
元
材
を
使
っ
た
雪
国
で
の
安
心
・
安
全

で
快
適
な
家
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

　

家
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
か
た
な
ら
ど
な
た

で
も
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
内
容（
※
予
定
）

　

・
魚
沼
地
域
の
森
林
や
林
業

　

・
豪
雪
地
域
に
適
し
た
住
宅

　
　
（
一
級
建
築
士　

富
井
冨
士
子 

氏
）

　

・
地
元
工
務
店
が
建
て
た
お
家
の
紹
介

※
第
２
回（
８
月
26
日
）、第
３
回（
10
月
21
日
）

の
内
容
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
24
日
㈰　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
で
、お
ひ
と
り（
一
組
）30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、弁
護
士
さ
ん
に
相

談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
５
月
７
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
達
し

し
だ
い
、締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

５
月
９
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
内
容　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動
産
、交

通
事
故
、労
務
問
題
、相
続
、離
婚
、家
庭
内
ト
ラ

ブ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、悪

質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

新
潟
が
世
界
に
誇
る
太
鼓
芸
能
集
団「
鼓
童
」

が
選
り
す
ぐ
り
の
特
別
編
成
メ
ン
バ
ー
で
お
送

り
す
る
交
流
公
演
を
開
催
し
ま
す
。太
鼓
体
験

や
演
奏
者
の
語
り
を
交
え
、太
鼓
の
魅
力
、太
鼓

を
打
つ
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も

イ
ベ
ン
ト

募　
集

相　
談

長
生
学
園
水
墨
画
ク
ラ
ブ

「
春
の
水
墨
画
展
」

苦
情
・
要
望
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
？

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者 

募
集
！

無
料「
法
律
相
談
」

身
体
丸
ご
と
で
感
じ
る
、和
太
鼓
の
響
き
！

～
鼓
童
交
流
公
演
～

ち
ろ
ん
、元
気
や
勇
気
、自
信
や
希
望
、そ
し
て

自
分
自
身
の
発
見
に
繋
が
る
交
流
の
場
が
持
て

る
公
演
で
す
。

■
日
時　

６
月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
開
演

　
　
　
　
（
午
後
６
時
開
場
）

■
会
場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
津
南
町
公
民
館
）

■
料
金　

全
席
自
由
２
，０
０
０
円（
税
込
）

　

中
学
生
以
下
５
０
０
円（
学
生
証
又
は
保
険

証
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
当
日
５
０
０
円
増
、５
歳
未
満
入
場
不
可

　

チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
20
日
㈮
よ
り
、津
南
町
文

化
セ
ン
タ
ー
と
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
、セ
ブ

ン
チ
ケ
ッ
ト
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

■
会
場　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

１
階
講
堂

　
　
　
　
（
南
魚
沼
市
六
日
町
９
６
０
）

■
定
員　

50
人（
先
着
順
）

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

６
月
15
日
ま
で
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

林
業
振
興
課

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
２
６
２

　
【
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
と
お
伝
え
下

さ
い
】

な
ど
幅
広
い
行
政
分
野
の
仕
事
や
制
度
に
つ
い

て
の
意
見
や
苦
情
、要
望
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
。ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い

と
き
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員

　

涌
井　

直
さ
ん　
（
相
吉
）

　

柳
澤　

あ
つ
子
さ
ん　
（
卯
之
木
）

■
日
時
及
び
会
場

　

毎
月
、８
日　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
役
場
閉
庁
日
の
場
合
は
次
の
開
庁
日
）

　

津
南
町
役
場
３
階　

和
室

■
お
問
い
合
わ
せ　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３
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町
で
は
、
災
害
時
に
備
え
災
害
時
緊
急
物
資

を
備
蓄
し
て
お
り
、
今
年
度
、
保
存
期
限
が
満

了
す
る
物
資
の
更
新
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練

や
集
落
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
活
用
い
た
だ
け
る
場

合
、物
資
を
提
供
い
た
し
ま
す
の
で
、電
話
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
提
供
可
能
物
資

　

①
缶
入
り
カ
ン
パ
ン（
24
缶
入
）　

４
箱

　
　

保
存
期
限　

平
成
30
年
11
月

　

②
備
蓄
保
存
パ
ン（
24
缶
入
）

　
　
（
キ
ャ
ラ
メ
ル
チ
ョ
コ
味
）　　

２
箱

　
　
（
パ
ン
プ
キ
ン
味
）　　
　
　
　

１
箱

　
　

保
存
期
限　

平
成
31
年
１
月

　

③
越
後
の
ご
は
ん（
20
個
入
）　　

15
箱

　
　

保
存
期
限　

平
成
31
年
３
月

■
対
象
団
体　

集
落
又
は
自
主
防
災
組
織

■
受
け
渡
し
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

■
そ
の
他

・
受
け
渡
し
場
所
か
ら
の
輸
送
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

・
先
着
順
で
提
供
し
ま
す
の
で
、
無
く
な
り
し

だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

平
成
30
年
度
の
狩
猟
免
許
に
係
る
研
修
会
・

講
習
会
・
試
験
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。町

で
は
試
験
教
材
の
貸
出
、取
得
に
対
し
て
の
補

助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ

ン
等
の
被
害
に
困
っ
て
い
る
か
た
や
興
味
の
あ

る
か
た
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
銃
に
よ
る
狩
猟
等
の
体
験
研
修
会
〉

■
日
程
・
会
場

　

①
４
月
29
日
㈰　

長
岡
地
域
振
興
局

　

②
７
月
７
日
㈯　

十
日
町
地
域
振
興
局

　

③
８
月
19
日
㈰　

巻
射
撃
場

■
申
込
期
限

　

①
４
月
２
日
㈪
～
４
月
27
日
㈮
正
午

　

②
５
月
１
日
㈫
～
７
月
６
日
㈮
正
午

　

③
７
月
９
日
㈪
～
８
月
17
日
㈮
正
午

〈
狩
猟
免
許
取
得
希
望
者
講
習
会
〉

■
日
程
・
会
場

　

①
６
月
23
日
㈯　

長
岡
地
域
振
興
局

　

②
７
月
29
日
㈰　

十
日
町
地
域
振
興
局

　

③
８
月
５
日
㈰　

柏
崎
地
域
振
興
局

　

④
10
月
13
日
㈯　

南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
　

※
近
隣
会
場
の
み
掲
載

■
申
込
期
限

　

①
５
月
15
日
㈫
～
６
月
11
日
㈪

　

②
６
月
19
日
㈫
～
７
月
17
日
㈫

　

③
６
月
26
日
㈫
～
７
月
23
日
㈪

　

④
９
月
４
日
㈫
～
10
月
１
日
㈪

〈
狩
猟
免
許
試
験
〉

■
日
程

　

①
７
月
16
日
㈪

　

②
９
月
22
日
㈯

　

自
然
災
害
だ
け
で
は
な
く
、農
作
物
の
価
格

低
下
な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ

な
い
収
入
減
少
を
補
償
す
る
制
度
が
平
成
31
年

１
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。詳
細
や
ご
不
明
な
点
は

下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
加
入
対
象
者

　
「
青
色
申
告
」を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個
人
・

法
人
）。青
色
申
告
は
５
年
間
継
続
が
基
本
で
す

町
災
害
時
緊
急
物
資
の
提
供

狩
猟
免
許
試
験
等
の
実
施

農
業
者
の
皆
さ
ま
へ

「
収
入
保
険
制
度
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

く
ら
し

　

③
11
月
21
日
㈬

■
会
場　

長
岡
市
中
央
公
民
館

■
申
込
期
限

　

①
６
月
４
日
㈪
～
６
月
25
日
㈪

　

②
８
月
６
日
㈪
～
８
月
27
日
㈪

　

③
10
月
10
日
㈬
～
10
月
31
日
㈬

〈
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会
〉

■
日
程
・
会
場

　

①
６
月
28
日
㈭

　
　

十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

②
９
月
11
日
㈫

　
　

長
岡
市
中
央
公
民
館

■
申
込
期
限

　

①
５
月
21
日
㈪
～
６
月
13
日
㈬

　

②
８
月
２
日
㈭
～
８
月
27
日
㈪

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

農
林
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

十
日
町
保
健
所

　

℡
７
５
７
‐
２
７
０
７

が
、青
色
申
告
の
実
績
が
加
入
申
込
み
時
に
１

年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

■
申
込
時
期　

平
成
30
年
秋
頃
を
予
定

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
新
潟
県

　

新
潟
県
農
業
共
済
組
合　

魚
沼
支
所　
　
　

　

℡
０
２
５
‐
７
９
２
‐
７
０
７
７

　

５
月
９
日
㈬
か
ら
、町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
の
検
針
を
行
い
ま
す
。正
確
な
検
針
の

た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程　

５
月
９
日
㈬
～
３
日
間（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物
や
車
等
が

乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場
合
、
検

針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な
ど
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
が
土

や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
検
針
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町
で
は
、次
の
と
お
り
住
宅
改
修
補
助
と
被

災
住
宅
改
修
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
津
南
町
民
で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

・
補
助
を
受
け
る
住
宅
に
居
住
す
る
所
有
者
。

・
過
去
に
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
人
。
た
だ

し
、
補
助
金
交
付
申
請
日
に
お
い
て
満
70
歳

以
上
の
か
た
ま
た
は
中
学
生
以
下
の
か
た
が

い
る
世
帯
に
お
い
て
は
、
過
去
に
10
万
円
の

満
額
を
受
け
た
人
で
も
再
度
対
象
者
と
な
り

ま
す
。

■
対
象
工
事

・
住
宅
の
改
修
・
改
築
工
事
及
び
下
水
道
つ
な

ぎ
込
み
工
事
等
（
門
や
塀
、
庭
園
、
電
化
製

品
等
は
対
象
外
で
す
。）

・
対
象
工
事
が
他
の
補
助
金
も
し
く
は
助
成
金

又
は
保
険
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
。

■
施
工
業
者
・
工
事
費
等
の
条
件

・
町
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
て
い

て
、
営
業
し
て
い
る
法
人
及
び
個
人
の
業
者

が
施
工
す
る
工
事
。

・
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
で
20
万
円
以
上
で
あ
る
。

・
12
月
末
日
ま
で
に
金
額
が
確
定
出
来
る
工
事
。

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

・
対
象
工
事
費
の
20
％
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
。

・
限
度
額
10
万
円　

た
だ
し
、
対
象
者
の
た
だ

し
書
き
に
定
め
る
世
帯
は
限
度
額
20
万
円
。

■
申
請
期
限　

９
月
28
日
㈮

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
権
問
題
に
関
す
る
「
あ
な
た
の
街
の

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
す
。
こ
の
た
び
、
４
月

１
日
付
け
で
山
田
隆
一
委
員
、
本
山
佐
利
委
員

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
津
南
町
の
人
権

擁
護
委
員
さ
ん
は
次
の
４
名
の
か
た
が
た
で
す
。

　

・
渡
邊
ト
シ
さ
ん
（
反
里
口
）

　

・
山
田
隆
一
さ
ん
（
芦
ケ
崎
）

　

・
髙
橋
芳
子
さ
ん
（
十
二
ノ
木
）

　

・
本
山
佐
利
さ
ん
（
反
里
）

　

十
日
町
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

各
地
で
啓
発
活
動
や
、
人
権
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
差
別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
問
題
に

関
す
る
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
何
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
随
時
、
受
付

け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧

耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る
か

た
を
対
象
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
個

人
所
有
の
木
造
一
戸
建
て
住
宅
。

・
耐
震
改
修
が
建
築
基
準
法
及
び
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
部
分
耐
震
改
修
に
限
り
高
齢
者
等（
65
歳
以

上
の
高
齢
者
又
は
障
害
者
）が
居
住
す
る
住
宅
。

■
補
助
対
象
と
な
る
工
事

耐
震
改
修

・
耐
震
診
断
の
結
果
で
総
合
評
点
が
1.0
未
満
で

耐
震
改
修
工
事
後
の
総
合
評
点
が
1.0
以
上
と

な
る
工
事
。

部
分
耐
震
改
修

・
高
齢
者
等
の
就
寝
用
に
供
す
る
部
屋
が
１
階

の
み
で
あ
り
耐
震
診
断
の
結
果
上
部
構
造
が

0.7
未
満
に
該
当
す
る
部
屋
を
中
心
に
補
強
を

行
い
評
点
が
0.7
以
上
と
な
る
工
事
。

・
耐
震
診
断
の
結
果
上
部
構
造
が
0.7
未
満
に
該

当
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、
防
災
ベ
ッ
ド
又
は

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
器
具
を
床
板
等
に
堅

固
に
固
定
す
る
工
事
。

■
補
助
額　

耐
震
改
修
（
最
大
65
万
円
）

　

次
に
揚
げ
る
合
計
金
額

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
さ
れ
る
か
た

を
対
象
に
診
断
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

①
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
住
宅
（
併
用
住

宅
を
含
む
）
の
所
有
者
。

・
津
南
町
内
の
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅
。

・
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
。

住
宅
改
修
補
助
事
業

「
人
権
擁
護
委
員
」が

再
任
さ
れ
ま
し
た

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
料
補
助

■
申
請

・
原
則
、
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３

　
（
限
度
額
50
万
円
）

・
右
記
の
額
に
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額

　
（
限
度
額
15
万
円
）

・
高
齢
者
等
居
住
住
宅
の
部
分
耐
震
改
修

　
（
最
大
40
万
円
）

　

次
に
掲
げ
る
合
計
金
額

・
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３

　
（
限
度
額
30
万
円
）

・
右
記
の
額
に
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額

　
（
限
度
額
10
万
円
）

■
所
得
税
の
特
別
控
除

　

こ
の
耐
震
改
修
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
、

租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
所
得
税
の
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
額
は
、

改
修
費
用
の
10
％
（
20
万
円
が
限
度
）

※
高
齢
者
等
居
住
住
宅
の
部
分
耐
震
改
修
は
特

別
控
除
の
対
象
外

■
申
請
期
限　

９
月
28
日
㈮

　

ま
た
、
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
金
額
が
確
定
出

来
る
工
事
。

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

　

土
木
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

人KENまもる君

人権イメージ
キャラクター

人KENあゆみちゃん
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町
内
在
住
者
が
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
新
築
・

増
改
築
・
屋
根
改
良
す
る
場
合
に
対
象
に
な
り

ま
す
。

■
補
助
対
象
内
容

・
融
雪
式

　

屋
根
融
雪
施
設
に
要
す
る
全
体
工
事

・
落
雪
式

　

屋
根
部
分
の
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

・
落
雪
高
床
式

　

屋
根
及
び
高
床
部
分
（
１
ｍ
以
上
）
の
克
雪

化
に
要
す
る
経
費
。
た
だ
し
、
床
下
部
分
が
居

住
面
積
に
算
入
さ
れ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

・
耐
雪
式

　

3.5
ｍ
の
積
雪
に
耐
え
る
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

■
補
助
額

　

対
象
と
な
る
工
事
費（
上
限
２
５
０
万
円
）を

基
準
と
し
、対
象
工
事
費
に
０
．２
６
４
を
乗
じ
て

・
融
雪
式
・
耐
雪
式
は
、
２
／
３
を
乗
じ
た
額

克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

（
上
限
44
万
円
）

・
落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
は
、
１
／
２
を
乗
じ

た
額
（
上
限
33
万
円
）

・
た
だ
し
融
雪
式
・
耐
雪
式
の
要
援
護
世
帯
は
、

５
／
６
を
乗
じ
た
額
（
上
限
55
万
円
）

　

落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
の
要
援
護
世
帯
は
、

２
／
３
を
乗
じ
た
額
（
上
限
44
万
円
）

■
申
請
方
法

　

補
助
金
の
申
請
書
は
工
事
着
手
前
（
最
低
１

週
間
前
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
住
宅
の
集
落
の
区
長
（
総
代
）

か
ら
同
意
を
得
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

10
月
31
日
㈬

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

過
去
に「
克
雪
住
居
協
調
整
備
事
業
」や「
克

雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
た

方
は
、
対
象
外
で
す
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
。

・
住
宅
の
主
要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅
。

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

■
耐
震
診
断
方
法

　

津
南
町
耐
震
診
断
士
登
録
制
度
に
よ
り
登
録

さ
れ
た
診
断
士
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

診
断
に
あ
た
っ
て
は
壁
材
等
は
が
し
た
り
す

る
こ
と
は
せ
ず
、
主
に
内
外
観
（
建
物
の
形
状
、

壁
量
、
壁
の
材
質
、
建
物
の
劣
化
状
況
等
）
に

よ
り
診
断
し
ま
す
。

■
補
助
後
の
自
己
負
担
額　

一
律
１
万
円

■
申
請
期
限　

９
月
28
日
㈮

◆
役
場
・
病
院
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

■
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
地
域
振
興
課
長 

江
村
善
文

▼
福
祉
保
健
課
福
祉
班
長 

風
巻
優
子

▼
教
育
委
員
会
子
育
て
連
携
専
門
員

 

内
山
喜
代
子

▼
副
主
幹
兼
北
部
保
育
園
長 

鈴
木
美
奈
子

▼
副
主
幹
兼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
長 

小
島
伸
子

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
主
任
保
育
士

 

石
沢
恵
理
子

▼
津
南
病
院
主
任
看
護
師 

小
島
香
代
子

▼
津
南
病
院
看
護
師 

桑
原
美
紀

■
新
採
用（
４
月
１
日
付
）

▼
税
務
町
民
課
主
事 

樋
口
侑
希

▼
福
祉
保
健
課
主
事 

中
村
勇
太

▼
地
域
振
興
課
主
事 

涌
井
夏
輝

▼
教
育
委
員
会
主
事 

鈴
木
翔
子

▼
教
育
委
員
会
文
化
財
専
門
員 

今
井
哲
哉

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
保
育
士 

大
口　

優

▼
北
部
保
育
園
保
育
士 

高
野
千
鶴

▼
わ
か
ば
保
育
園
保
育
士 

桐
生
聡
美

▼
津
南
病
院
看
護
師 

根
津
知
佳

▼
津
南
病
院
看
護
師 

小
野
塚
琴
葉

▼
津
南
病
院
看
護
師 

島
倉
琴
乃

▼
津
南
病
院
看
護
師 

本
田　

雅

▼
津
南
病
院
看
護
師 

久
保
田
ひ
と
み

■
内
部
異
動（
４
月
１
日
付
役
場
班
長
級
以
上
）

▼
地
域
振
興
課
長 

村
山
詳
吾

▼
議
会
事
務
局
長 

髙
橋
昌
史

▼
福
祉
保
健
課
健
康
班
長 

髙
橋
和
子

▼
福
祉
保
健
課
保
健
師
長 

上
倉
由
美
子

▼
主
査　

福
祉
保
健
課
福
祉
班
長 

樋
口
将
洋

今
春
の
人
事
異
動

▼
副
主
幹
兼
中
津
保
育
園
長 

石
橋
桂
子

▼
副
主
幹
兼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
長 

津
端
礼
子

▼
わ
か
ば
保
育
園
長 

鴨
井
麻
子

▼
北
部
保
育
園
長 

石
澤
美
香

▼
病
棟
看
護
師
長
兼
地
域
連
携
室
長

 

鳴
海
ま
り
子

▼
病
棟
看
護
師
長 

柳
澤
里
子

▼
理
学
療
法
士
長 

内
山
和
明

◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略（　

）内
は
前
任
校
た
だ
し

 

十
日
町
圏
域
以
外
は
前
任
市
町
村
】

●
上
郷
小
学
校

 

校
長　
　
　
　
　
　

宇
賀
田
和
雄

 

（
近
代
美
術
館
）

 

講
師　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

希

●
芦
ケ
崎
小
学
校

 

教
諭　
　
　
　

恩
田
千
明（
西
小
）

 

教
諭　
　

徳
井
孝
介（
南
魚
沼
市
）

●
津
南
小
学
校

 

教
頭　
　
　
　

若
井
義
弘（
西
小
）

 

教
諭　

遠
田
あ
ゆ
み（
十
日
町
小
）

 

教
諭　
　

大
重
涼
平（
南
魚
沼
市
）

 

教
諭　
　
　

綱　

愛
実（
新
採
用
）

 

養
護
教
諭　
　
　

小
泉
陽
子（
新
採
用
）

 

主
事　
　
　

山
口
竜
矢（
佐
渡
市
）

●
津
南
中
学
校

 

教
頭　
　
　

相
澤
一
徳（
長
岡
市
）

 

教
諭　
　

土
田
善
寛（
松
之
山
中
）

 

教
諭　
　
　

南
雲
信
子（
長
岡
市
）

 

講
師　
　
　

後
藤
耕
大（
川
西
中
）
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３
歳
児
健
康
診
査
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
11
月
９
日
実
施

住
所

氏
名

上
段

北
村
　
央（
ひ
ろ
）

上
段

関
谷
　
悠
斗（
ゆ
う
と
）

十
二
ノ
木
３
区

吉
野
　
天
音（
あ
ま
ね
）

正
面
４
区

江
村
　
陽
葵（
ひ
ま
り
）

美
雪
町

小
山
　
莉
心（
り
こ
）

外
丸
２
区

福
原
　
生
人（
い
く
と
）

中
子

半
戸
　
栞
菜（
か
ん
な
）

朴
木
沢

半
戸
　
隼
太
朗
（
し
ゅ
ん
た
ろ
う
）

田
中

清
水
　
湊
介（
そ
う
す
け
）

赤
沢
16
区

草
津
　
安
吾（
あ
ん
ご
）

●
１
月
10
日
実
施

住
所

氏
名

陣
場
下
３
区

中
村
　
颯
斗（
は
や
と
）

陣
場
下
４
区

福
原
　
幸（
ゆ
き
）

大
割
野
５-

２

山
本
　
龍（
り
ゅ
う
）

米
原

大
口
　
梨
央（
り
お
）

大
井
平

河
田
　
愛
璃（
あ
い
り
）

３
歳
児
健
診
で

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

●
３
月
６
日
実
施

住
所

氏
名

正
面
４
区

佐
藤
　
新
太（
あ
ら
た
）

割
野
５
区

大
平
　
彩
央（
あ
お
）

陣
場
下
１
区

涌
井
　
星
咲（
せ
ら
）

陣
場
下
３
区

瀧
沢
　
瑠
美（
る
み
）

美
雪
町

小
野
塚
　
茉
永（
ま
な
）

外
丸
２
区

中
山
　
明
南（
あ
き
な
）

子
種

藤
ノ
木
　
俊（
し
ゅ
ん
）

谷
内
９
区

藤
木
　
逢
之
助
（
あ
い
の
す
け
）

赤
沢
19
区

福
島
　
純（
じ
ゅ
ん
）

段
野
団
地

パ
ド
ッ
ク
　
麻
矢（
ま
や
）

反
里
口

樋
口
　
心
平（
し
ん
ぺ
い
）

●
津
南
町
の
３
歳
児
の
む
し
歯

　

津
南
町
の
３
歳
児
む
し
歯
有
病
者
率
は
、
平

成
28
年
度
は
6.3
％
（
県
平
均
13
．
０
％
）
と
県

平
均
よ
り
も
低
く
、
県
内
で
３
番
目
に
低
い
数

値
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
南
町
は
対
象
者
が
少
な
く
数
値
が
変
動
し

や
す
い
で
す
が
、
今
後
も
む
し
歯
の
な
い
子
が

増
え
る
よ
う
、
各
ご
家
庭
で
の
む
し
歯
予
防
の

取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

町
政
功
労
者

平
成
30
年
度

長きにわたり、町農業委員
会として地域農業の振興
と発展に貢献し、産業振
興に尽力されました。

32年の長きにわたり、消
防団員としてよくその重責
を勤め、消防防災活動に
尽力されました。

31年の長きにわたり、消
防団員としてよくその重責
を勤め、消防防災活動に
尽力されました。

産業振興功労

消防防災功労消防防災功労

消防防災功労消防防災功労

桑原　高三さん（十二ノ木）

30年の長きにわたり、消
防団員としてよくその重責
を勤め、消防防災活動に
尽力されました。

石澤　敏博さん（大赤沢）
31年の長きにわたり、消
防団員としてよくその重責
を勤め、消防防災活動に
尽力されました。

山田　洋一さん（所平）

小林　肇さん（羽倉）

福原　一雄さん（旧正面）

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
か
た
を
「
町
政
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
５
名
が
４
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
嘱
託
員
会
議
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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 入学おめでとう！
— 4月9日　町内小・中学校 —

 まくぞ！サンヨ！まくぞ！サンヨ！
— 4月3日　陣場下毘沙門天 —

 平昌パラリンピックの滑りをこの目で
— 4月7日　ニュー・グリーンピア津南スキー場 —

 安全第一！町から感謝状贈呈
— 4月13日　役場大会議室 —

　ニュー・グリーンピア津南のスキー場を会場に行われた
障がい者アルペンスキー大会。当日は天候が優れず、一時
開催が検討されたものの、入念なコース整備等のおかげで
無事開催することができました。パラリンピックで活躍し
た村岡桃佳選手をはじめ、森井大輝選手など実力選手の滑
りを披露。町のスキークラブに所属する子どもたちとも一
緒に滑り、交流を行いました。貴重な経験ができる良い機
会となりました。

　役場の大会議室で行われた津南町交通対策協議会総会
で、町の交通安全にご尽力いただいた伊林康男さんと元赤
沢駐在所勤務の井口吉道さんに町長からの感謝状を贈呈し
ました。伊林さんは上段の交差点で登校する子どもたちを
長きにわたり見守りました。現在でも活動を続けています。
また、井口さんは赤沢駐在として日々町の交通安全に務め、
地域の子どもたちを守り、地域に愛されました。町の交通
事故は減少傾向にあり、交通死亡事故ゼロ 600 日を達成し
ました。

↑パラリンピックアルペンスキー代表の村岡桃佳選手

　ぽかぽか陽気のなか行われた町内小・中学校の入学式。
芦ヶ崎小学校には 7 名の新 1 年生が入学しました。入学式
では先輩たちによる龍神太鼓が披露され、入学を歓迎しま
した。

　例年に比べ雪が少なく、会場にはほとんど雪が無いなか
行われた陣場下の多聞天押合大祭。周辺地域の子どもたち
が集まり、まかれる餅や木札を手にするため「サンヨ！」
と大きな声を出しました。

↑芦ヶ崎小学校に入学した新 1年生 7名

↑木札を取るために手を伸ばす子どもたち

↑毎日子どもたちを見守っている伊林さん
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積雪量とは？

「累計」降雪量とは？

こ
の
冬
を
振
り
返
る

昨
年
は
２
ｍ
に
も
満
た
な
い
積
雪
が
今
年
は
２
ｍ

を
超
え
る
積
雪
に
。し
か
し
、昨
年
よ
り
４
日
早

く
消
雪
を
迎
え
た
冬
と
な
り
ま
し
た

1日(24時間)で降った量を計測します。
役場の観測所では、9時12時15時の３回測り合計しています。

「初雪」から「消雪」まで一貫して一つの積雪計で測ります。
また雪自体の重みにより降雪時も嵩が減る可能性があります。

あまり聞き慣れない「累計積雪量」ですが、初雪からの降雪量
をもとに解けて消えた分も含め足し上げた積雪量です。

日付 1 日の
降雪量

累計
降雪量

積雪量
（午前 9 時）

11/19 4 4 4 
11/20 9 13 8 
11/21 3 16 6 
11/22 0 16 4 
11/23 0 16 2 
11/24 0 16 -
11/25 0 16 -
11/26 0 16 -
11/27 0 16 -
11/28 0 16 -
11/29 0 16 -
11/30 0 16 -
12/1 0 16 -
12/2 0 16 -
12/3 0 16 -
12/4 0 16 -
12/5 0 16 -
12/6 3 19 3 
12/7 0 19 -
12/8 0 19 -
12/9 6 25 5 

12/10 0 25 -
12/11 0 25 -
12/12 3 28 3 
12/13 26 54 26 
12/14 71 125 74 
12/15 5 130 56 
12/16 0 130 50 
12/17 35 165 60 
12/18 52 217 86 
12/19 0 217 68 
12/20 12 229 68 
12/21 0 229 56 
12/22 0 229 50 
12/23 0 229 40 
12/24 0 229 40 
12/25 0 229 38 
12/26 6 235 44 
12/27 53 288 96 
12/28 19 307 104 
12/29 20 327 112 
12/30 13 340 116 
12/31 2 342 100 

1/1 0 342 94 
1/2 25 367 112 
1/3 10 377 118 

日付 1 日の
降雪量

累計
降雪量

積雪量
（午前 9 時）

1/4 35 412 148 
1/5 22 434 152 
1/6 2 436 142 
1/7 23 459 150 
1/8 1 460 136 
1/9 0 460 124 

1/10 0 460 112 
1/11 3 463 112 
1/12 9 472 118 
1/13 1 473 112 
1/14 45 518 150 
1/15 0 518 138 
1/16 0 518 128 
1/17 0 518 116 
1/18 0 518 110 
1/19 0 518 106 
1/20 0 518 100 
1/21 0 518 89 
1/22 17 535 104 
1/23 18 553 120 
1/24 26 579 130 
1/25 55 634 154 
1/26 72 706 202 
1/27 42 748 205 
1/28 16 764 206 
1/29 5 769 176 
1/30 62 831 220 
1/31 46 877 222 
2/1 2 879 206 
2/2 4 883 206 
2/3 0 883 192 
2/4 0 883 182 
2/5 33 916 200 
2/6 5 921 190 
2/7 0 921 184 
2/8 17 938 196 
2/9 12 950 196 

2/10 0 950 188 
2/11 0 950 185 
2/12 4 954 184 
2/13 7 961 178 
2/14 15 976 184 
2/15 1 977 174 
2/16 22 999 192 
2/17 0 999 172 
2/18 70 1,069 210 

2/19 40 1,109 226 

日付 1 日の
降雪量

累計
降雪量

積雪量
（午前 9 時）

2/20 5 1,114 210 
2/21 18 1,132 216 
2/22 2 1,134 206 
2/23 0 1,134 196 
2/24 0 1,134 190 
2/25 10 1,144 198 
2/26 0 1,144 186 
2/27 0 1,144 184 
2/28 0 1,144 180 
3/1 0 1,144 170 
3/2 10 1,154 174 
3/3 4 1,158 172 
3/4 0 1,158 164 
3/5 0 1,158 160 
3/6 0 1,158 156 
3/7 0 1,158 154 
3/8 0 1,158 150 
3/9 0 1,158 144 

3/10 5 1,163 140 
3/11 0 1,163 132 
3/12 0 1,163 122 
3/13 0 1,163 120 
3/14 0 1,163 118 
3/15 0 1,163 116 
3/16 0 1,163 112 
3/17 0 1,163 105 
3/18 0 1,163 100 
3/19 0 1,163 98 
3/20 0 1,163 96 
3/21 0 1,163 95 
3/22 0 1,163 92 
3/23 0 1,163 90 
3/24 0 1,163 84 
3/25 0 1,163 80 
3/26 0 1,163 74 
3/27 0 1,163 70 
3/28 0 1,163 66 
3/29 0 1,163 60 
3/30 0 1,163 52 
3/31 0 1,163 48 
4/1 0 1,163 44 
4/2 0 1,163 40 
4/3 0 1,163 34 
4/4 0 1,163 26 
4/5 0 1,163 14 
4/6 0 1,163 8 
4/7 消雪日

一日の降雪量とは？

津南町役場観測所の降積雪量

この冬の最高積雪



いきいき
大好き
津南町えっ！　

津南町って
病院を受診する人が少ないの？
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◆
生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
る
病
気

　

生
活
習
慣
病
は
悪
化
し
な
い
よ
う
に
早
期

か
ら
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
予
防
方

法
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
す
。

食
事
面
と
運
動
面
の
習
慣
を
変
え
る
こ
と
は

大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆
さ
あ
、
今
年
も
健
康
診
査
を

　

受
け
ま
し
ょ
う
‼

　

町
の
健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
等
は
町
か

ら
健
診
費
用
が
補
助
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的

安
い
料
金
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
、
客
観
的
な
数
値
で
み
な
さ

ん
の
か
ら
だ
の
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
く
れ
ま

す
。
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
か
ら
だ
の
変
化

を
知
る
こ
と
も
で
き
、
病
気
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
各
集
落
の
公
民
館
や
保
健

セ
ン
タ
ー
等
で
町
の
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
か
た
は
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
３
月
20
日
号
で
配
布
し
ま
し
た

「
平
成
30
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
、必
要
な
か
た
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し

重
症
化
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

そうなんです。
　津南町国民健康保険加入者の受診率は、

新潟県 30 市町村中 30 位と最低レベルに

あります。（上表参照）

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
外
来
に
受
診
す
る
際

の
病
気
で
は
、「
高
血
圧
性
疾
患
」「
腎
不
全
」

「
糖
尿
病
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
高
血
圧
性
疾
患
」
や
「
糖
尿
病
」
は
重

症
化
す
る
こ
と
で
「
脳
血
管
疾
患
」、「
心
疾

患
」、「
腎
不
全
」
等
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ

う
に
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
軽
症
の
う
ち
は
自
覚
症

状
が
な
く
、
症
状
が
出
た
時
に
は
重
症
化
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

受診率の県平均との比較

１件当たり医療費の県平均との比較

単位：100 人あたりの回数

単位 : 円

※医療保険制度に加入しているかたが、一定期間にどのくらいの頻度で医
療機関にかかったかを示す指標

資料：疾病別（大・中分類）統計（新潟県国民健康保険団体連合会作成）

資料：疾病別（大・中分類）統計（新潟県国民健康保険団体連合会作成）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

津南町 792 819 821
県平均 1,060 1,079 1,088

県内順位 30 位 30 位 30 位

平成26年度 平成27年度 平成28年度

津南町 30,596 32,866 32,104

県平均 25,569 26,075 26,433

県内順位 4 位 2 位 3 位

しかし、その一方

一件当たり医療費は県内でも上位
です。（下表参照）
　これには、いろいろな要因があるとは思
いますが、

津南町では、
○診療を控える傾向があり、○診療に行った時点で、すでに疾病が重症化していることが推察されます。

今月は
上倉由美子

保健師
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津
南
町
で
は
、
認
知
症
の
本
人
・
家
族
へ
の

支
援
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
認
知
症
の
人
を
支
え

る
家
族
の
会
「
さ
く
ら
会
」
と
い
う
場
が
あ
り

ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

～
認
知
症
の
本
人
と
家
族
へ
の
支
援
～

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

さ
く
ら
会
っ
て

ど
ん
な
会
？

ど
ん
な
か
た
が
参
加

し
て
い
る
の
で
す
か
？

「
さ
く
ら
会
」
で
は
約

束
が
あ
る
の
で
す
ね
？

さ
く
ら
会
に
参
加

し
て
み
た
い
わ
！

参
加
者
の
声
が

聞
き
た
い
！

　

参
加
者
同
士
が
、
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
し
、経
験
や
思
い
を
共
有
す
る
場
で
す
。

　

認
知
症
の
ご
本
人
に
向
き
合
い
、
と
も

に
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
方
法
を
一
緒
に
考

え
、
支
え
合
え
る
場
を
作
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
ご
本
人
、
ご
家
族
、
認
知
症

の
か
た
を
介
護
し
て
い
る
か
た
、
見
守
っ

て
い
る
か
た
、
介
護
の
経
験
が
あ
る
か
た

な
ど
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

さ
く
ら
会
の
中
で
の
話
題
や
、話
し
合

わ
れ
た
内
容
な
ど
は
、む
や
み
に
外
で
話

さ
な
い
、個
人
の
こ
と
を
人
に
話
し
た
り
、

う
わ
さ
話
に
し
な
い
と
い
う
約
束
が
あ
り

ま
す
。

　

約
束
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、参
加

者
は
安
心
し
て
話
が
で
き
、お
互
い
の
健

康
や
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に

連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

さ
く
ら
会
に
は
「
約
束
」
が
あ
り
、
参

加
者
同
士
が
気
兼
ね
な
く
お
話
で
き
る
会

で
す
。

　

日
程
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
介
護
に
悩
ん
で
い
る
時
に
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
紹
介
さ
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。自
分
だ
け

で
は
な
い
と
、元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。」

＊

「
介
護
を
終
え
て
、よ
う
や
く
当
時
の
経
験
や
感

じ
た
こ
と
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

＊

「
年
を
重
ね
て
自
分
自
身
の
こ
と
が
気
に
な
っ

て
。さ
く
ら
会
で
は
約
束
が
あ
る
の
で
、誰
に

で
も
話
せ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
話
し
た

り
、聞
い
た
り
で
き
ま
す
。」　

　

認
知
症
に
関
わ
る

個
人
的
な
相
談
が
あ

る
場
合
は
、
さ
く
ら

会
事
務
局
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

へ
直
接
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

さくら会の活動予定
■日　程
平成 30年… ５月８日㈫
… ６月 26日㈫
… ８月 21日㈫
… 10 月 23日㈫
… 12 月 18日㈫
平成 31年… ２月 26日㈫

■時　間　
　午後１時半～４時まで
■会　場　
　町文化センター１階
　研修室
※時間内は出入り自由です。
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人
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝
!!

陣
場
下　

石い
し

橋ば
し　

玲れ
い

子こ　

さ
ん

毎
日
の
楽
し
み
…
水
中
歩
行

私
は
、
平
成
８
年
７
月
、
玄
関
先
の

階
段
を
上
り
、
最
後
の
一
段
で
足
が
動

か
な
く
な
り
、
思
わ
ず
そ
の
場
に
し
ゃ

が
み
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
体
は

丈
夫
で
病
気
を
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

突
然
の
事
に
驚
き
、
津
南
病
院
で
診
察

を
受
け
、「
心
臓
が
悪
い
」
と
の
診
断
を

受
け
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
命
が
救

わ
れ
ま
し
た
。

先
生
か
ら
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
、
重

い
物
は
持
っ
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
さ
れ
、
自

分
で
脈
拍
と
血
圧
測
定
を
し
な
が
ら
健
康
管

理
を
し
て
い
ま
す
。

主
人
が
定
年
退
職
し
た
時
、
主
治
医
か

ら
「
プ
ー
ル
は
、
い
い
よ
！
」
と
教
え
ら
れ
て

か
ら
二
人
で
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
温
泉
プ
ー

ル
で
水
中
歩
行
の
運
動
は
続
き
、
町
の
健
康

体
力
づ
く
り
１
０
０
日
運
動
実
践
が
１
月
に

４
８
０
０
日
達
成
し
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は

寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津

南
は
プ
ー
ル
の
水
が
温
か
く
、
水
中
歩
行
を

す
る
と
体
が
あ
た
た
ま
り
行
く
の
が
楽
し
み

で
し
た
。
ま
た
、
同
じ
プ
ー
ル
で
水
泳
教
室

の
子
ど
も
達
が
元
気
良
く
泳
い
で
い
る
姿
を

目
の
あ
た
り
に
し
励
み
に
な
っ
た
り
、
プ
ー
ル

で
会
う
人
が
笑
顔
の
会
釈
に
心
あ
た
た
ま
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
泉
プ
ー
ル
の
運
動
は

楽
し
い
日
課
と
し
、
無
理
な
く
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

家
族
の
健
康
づ
く
り
…

　
　
　
　
　

日
々
の
食
生
活

津
南
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
は
昭

和
50
年
発
足
し
た
時
か
ら
入
会
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
食
生
活
が
大
切
な
事
を
学
び
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
は

我
が
家
の
食
卓
が
大
切
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、
減
塩
で
薄
味
に
慣
れ
、
病
気
に

な
ら
な
い
体
づ
く
り
を
目
標
に
調
理
実
習
で

研
修
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
会

員
と
協
力
し
、
自
分
た
ち
が
研
修
し
た
こ
と

を
、
地
域
の
人
達
に
バ
ラ
ン
ス
食
等
の
普
及

の
伝
達
講
習
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
事
を
願
い
な
が
ら
の
活
動
で
す
。

毎
日
の
生
活
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。

周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
を

忘
れ
ず
い
た
い
で
す
。

優しい笑顔の石橋さん♡♡♡

ご主人と二人暮らし♡♡♡

いつまでも元気でいてください♡♡♡

芦
ヶ
崎
地
区
（
上
段
）
担
当
の
小
山
で
す
！

津
南
に
来
て
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
１
年
が
経
ち
ま
す
。

こ
れ
で
春
夏
秋
冬
と
全
て
の
シ
ー
ズ
ン
を
過

ご
し
た
事
に
な
り
ま
す
。

何
と
か
冬
を
乗
り
切
る
事
が
出
来
た
！
と

思
っ
た
ら
、
地
域
の
か
た
に
「
今
年
の
雪
は
ゼ

ロ
く
ら
い
な
も
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
笑
）

私
が
活
動
す
る
地
域
は
農
業
や
花
卉
栽
培
が

盛
ん
な
地
域
で
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
と
て

も
良
く
分
か
り
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
は
雪
下
人

参
の
出
荷
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
先
日
、
私
が
住
ん
で

い
る
集
落
の
農
家
さ
ん
の
収
穫
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
伺
っ
た
お
話
し
に
よ
る
と
、

収
穫
で
き
る
の
は
60
％
前
後
（
時
に
よ
り
け

り
）、
そ
れ
以
外
は
と
言
う
と
、
病
気
等
で
う

ま
く
育
た
な
か
っ
た
り
ネ
ズ
ミ
に
食
べ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

畑
に
ネ
ズ
ミ
が
い
る
の
は
ち
ょ
っ
と
意
外
で

し
た
が
、
そ
の
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
す
る
動
物
も

や
っ
て
く
る
の
だ
と
か
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
食
物
連
鎖
の
一
部
を
垣
間

見
れ
ま
し
た
。

農
業
は
本
当
に
地
道
で
大
変
な
仕
事
だ
と
、

今
回
改
め
て
そ
う
思
い
ま
し
た
。
機
械
を
使
っ

て
も
手
作
業
の
部
分
が
多
く
、
天
候
に
左
右
さ

れ
、
収
穫
量
に
つ
い
て
も
賭
け
で
あ
っ
た
り
。

そ
ん
な
大
変
な
職
業
で
あ
る
農
業
で
す
が
、
最

近
で
は
新
規
就
農
の
希
望
者
が
と
て
も
多
い
と

い
う
事
も
伺
い
ま
し
た
。
現
代
人
の
生
活
の
あ

り
か
た
や
、
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
来
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

津
南
町
に
来
て
１
年
、農
業
に
関
わ
る
い
ろ
い

ろ
な
か
た
と
お
会
い
し
て
来
て
、こ
の「
豪
雪
地
で

農
業
」と
い
う
道
を
歩
ま
れ
て
い
る
か
た
に
は
何

者
に
も
敵
わ
な
い
強
さ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



４月の新着図書（HPでも検索できます）
【大人の本】
●『世界史とつなげて学べ超日本史』
　……………………………………… 茂木 誠／著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
●『アウトドア育脳のすすめ』
　……………………………………………………… 瀧 靖之／著　山と渓谷社
●『絵でわかる日本列島の地震・噴火・異常気象』
　…………………………………………………………… 藤岡 達也／著　講談社
●『マンガでわかる西洋絵画のモチーフ』
　…………………………………………… 池上 英洋／著　誠文堂新光社
●『剣と十字架』 …………………………… 佐伯 泰英／著　双葉社

【子どもの本】
●『これあな』 ………………みやにしたつや／作　鈴木出版
●『わたしたちのたねまき』
　…………キャスリン・Ｏ・ガルブレイス／作　のら書店
●『めいろ日本一周』 … 中山 けーしょー／作　静山社
●『マンガ小学生の英語はじめてレッスン』
　…………………………………………… 中山 兼芳／監修　世界文化社
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新
年
度
と
な
り
、生
活
や
周
囲
の
環
境
が

大
き
く
変
わ
っ
た
か
た
も
多
い
季
節
で
す
。

　

慣
れ
な
い
環
境
で
気
が
付
か
な
い
う
ち

に
無
理
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。体
調
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
・
・
・
移
動
図
書
室
に
つ
い
て
・
・
・

　

５
月
か
ら
移
動
図
書
室
が
始
ま
り
ま
す
。

な
か
な
か
公
民
館
に
来
ら
れ
な
い
か
た
、

お
近
く
に
お
住
ま
い
の
か
た
な
ど
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

移
動
図
書
室
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下
記

の
通
り
と
な
り
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

５
月
１
日
㈫
、５
月
28
日
㈪

　

私
が
こ
の
著
者
の
ｂ
ｏ
ｎ 

ｐ
ｏ
ｎ
を

知
っ
た
の
は
、
昨
年
娘
が
教
え
て
く
れ
た

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら
で
し
た
。

　

実
は
ｂ
ｏ
ｎ 

ｐ
ｏ
ｎ
と
い
う
の
は
ご

夫
婦
で
、
ｂ
ｏ
ｎ
（
ボ
ン
）
が
夫
で
62
才
、

ｐ
ｏ
ｎ
（
ポ
ン
）
が
妻
で
60
才
と
い
う
丁

度
私
世
代
の
お
二
人
で
す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
63
万

人
と
い
う
超
人
気
の
ご
夫
婦
な
の
で
す
。

　

何
故
こ
ん
な
に
人
気
が
出
た
か
と
言
い

ま
す
と
、
そ
れ
は
ご
夫
婦
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
あ
る
の
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
白
髪
の
60
代
の
二
人
が
ギ
ン

ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク
や
ボ
ー
ダ
ー
柄
の
洋
服
等

で
何
気
に
二
人
の
雰
囲
気
を
合
わ
せ
て

色
々
な
所
へ
出
掛
け
て
は
、そ
れ
を
写
真

に
撮
っ
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
載
せ
て
い

る
の
で
す
。

　

こ
の
人
気
が
話
題
に
な
っ
て
二
冊
の
本

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
一
冊
目
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
中
心
の
本
で
、
二
冊
目
が
今
回
私

の
紹
介
す
る
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
、
は
じ

め
て
み
ま
し
た
」
と
い
う
本
で
す
。

コース 順番・場所・時間 実　施　日

Ａ
①中津保育園前（9：30 ～ 10：00）
②秋成公民館前（10：10 ～ 10：25）
③穴藤ふれあいセンター前（13：50 ～ 14：10）

④見玉集落センター前（14：15 ～ 14：30）
⑤恵福園なかつ（14：50 ～ 15：10）

5月　9日㈬
6月　6日㈬
7月　4日㈬
9月　5日㈬

10月　5日㈮

11月　7日㈬
12月　7日㈮

1月　9日㈬
2月　4日㈪

B ①わかば保育園前（9：15 ～   9：45）
②津南小学校前（13：00 ～ 13：30）

③下船渡本村公民館前（13：50 ～ 14：05）
④恵福園ほくぶ（14：15 ～ 14：35）

5月18日㈮
6月11日㈪
7月 　3日㈫
9月12日㈬

10月10日㈬

11月12日㈪
12月11日㈫

1月　8日㈫
2月14日㈭

C ①上郷保育園前（9：30 ～ 10：00）
②津南小学校前（13：00 ～ 13：30）

③外丸ふれあいセンター前（13：45 ～ 14：00）
④鹿渡公民館前（14：10 ～ 14：25）

5月14日㈪
6月13日㈬

７月10日㈫
9月14日㈮

10月15日㈪

11月14日㈬
12月12日㈬

1月16日㈬
2月　5日㈫

D ①ひまわり保育園（9：30 ～ 10：15）
②上郷小学校前（13：00 ～ 13：30）

③宮野原活性化センター（13：40 ～ 13：55）
④大井平公民館前（14：10 ～ 14：25）

5月23日㈬
6月18日㈪
7月12日㈭
9月20日㈭

10月11日㈭

11月22日㈭
12月17日㈪

1月21日㈪
2月18日㈪

E ①こばと保育園前（9：30 ～ 10：10）
②米原公民館前（14：00 ～ 14：15）

③大赤沢民芸館前（15：15 ～ 15：30）
※大赤沢方面は、1月で終了となります。

５月10日㈭
6月　7日㈭
7月　5日㈭
9月　7日㈮

10月　4日㈭

11月8日㈭
12月5日㈬
1月11日㈮
2月　6日㈬

F
①北部保育園前（9：30 ～ 10：00）
②芦ケ崎小学校前（13：00 ～ 13：30）
③上郷クローブ座前（13：55 ～ 14：10）

④リバーサイドみさと（14：20 ～ 14：40）
⑤かりんの里（14：45 ～ 15：05）

5月24日㈭
6月19日㈫
7月19日㈭
9月19日㈬

10月18日㈭

11月19日㈪
12月19日㈬

1月23日㈬
2月21日㈭

平
成
30
年
度
移
動
図
書
室
実
施
計
画
表

ステーションへの到着時間は、前後する場合があります。
天候や道路状況によりスケジュールを変更する場合がありますので、あらかじめ広報無線等でご確認ください。注意事項

−岡村　海斗さんから

紹介する本

桑
くわ

原
はら

　礼
れい

子
こ

さん（大割野）

ｂｏｎ ｐｏｎ／著
大和書房／出版社

セカンドライフはじめてみました

広報ライブラリー
４月−卯

う づ き

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

館か
ん

内な
い

の
照あ
か
り明
が
窓ま
ど

に
反は
ん

射し
ゃ

し
て

　
　
提ち
ょ
う

灯ち
ん

の
よ
う
に
桜さ
く
ら

を
照て

ら
す
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
）	

石
橋
寿
子

澄す

み
渡わ
た

る
空そ
ら

に
遠と
お

く
の
山や
ま

山や
ま

の

　
　
雪ゆ
き

の
稜り
ょ
う

線せ
ん

浮う

き
立た

ち
て
見み

ゆ	

津
端
恵
子

「
プ
ー
っ
て
言い

っ
た
」
ほ
く
ほ
く
線せ
ん

の
警け
い

笛て
き

が

　
　
鳴な

れ
ば
幼お
さ
な

は
そ
の
た
び
に
言い

う	

貝
澤
圭
子

ボ
ー
ド
摑つ
か

み
空く
う

中ち
ゅ
う

四よ
ん

転て
ん

す
る
汝な
れ

に

　
　
空そ
ら

は
景け
し
き色

は
如い

か何
に
映う
つ

る
や
（
平
野
歩
夢
選
手
）	

恩
田
久
美
子

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
混ま

ぜ
る
無い
ち
じ
く

花
果
や
わ
ら
か
き

　
　
甘あ
ま

さ
優や
さ

し
く
口く
ち

に
広ひ
ろ

が
る	

丸
山
直
子

容よ
う

赦し
ゃ

な
く
雪ゆ
き

の
炎ほ
の
ほ

の
吹ふ

き
つ
け
て

　
　
垂た
る

氷ひ

の
列れ
つ

の
崖き
り
ぎ
し

覆お
ほ

ふ	
小
野
寺
恒
代

夫つ
ま

留る

守す

の
薪ま
き

ス
ト
ー
ブ
の
火ひ

を
守ま
も

り

　
　
今こ

宵よ
い

は
ズ
ボ
ン
の
綻ほ
こ
ろ

び
を
縫ぬ

う	

高
橋
春
枝
　

わ
が
歳と
し

を
人ひ
と

に
問と

は
れ
て
笑わ
ら

ひ
つ
つ

　
　「
昭し
ょ
う

和わ

の
先せ
ん

祖ぞ

」
と
答こ
た

ふ
る
わ
れ
は	

内
山
キ
ク

年ね
ん

年ね
ん

に
手て

書が

き
の
文も

字じ

の
減へ

り
ゆ
く
を

　
　
寂さ
み

し
み
つ
つ
も
繰く

り
返か
え

し
読よ

む	

麻
績
初
恵

気き

に
入い

れ
る
若わ
か

き
写し
ゃ

真し
ん

の
一い
ち

枚ま
い

を

　
　
遺い

影え
い

に
せ
む
と
持も

ち
歩あ
る

く
な
り	

滝
沢
勝
枝

祖そ

母ぼ

わ
れ
と
母は
は

の
名な

連つ
ら

ね
孫ま
ご

か
ら
の

　	

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
鉢は
ち

植う

ゑえ

届と
ど

く
（
母
の
日
）	

風
巻
京
子
　
　
　
　
　

雪ゆ
き

解と

け
て
芽め

吹ぶ

く
柳や
な
ぎ

を
眺な
が

め
つ
つ

　
　
妻つ
ま

た
り
し
遠と
お

き
日ひ

び日
の
想お
も

は
る	

鈴
木
綾
子

肉に
く

体た
い

と
と
も
に
精せ
い

神し
ん

の
滅ほ
ろ

ぶ
る
を

　
　
必ひ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
わ
れ
の
今い
ま

あ
り	

萩
原
光
之

長
生
学
園

外が
い

出し
ゅ
つ

の
少す
く

な
く
な
り
し
日ひ

び々

な
れ
ど

　
　
た
ま
た
ま
友と
も

に
会あ

え
て
嬉う
れ

し
き	

富
沢
キ
ミ

県け
ん

境き
ょ
う

よ
り
国こ
く

道ど
う

沿ぞ

い
を
五
百
個こ

の

　
　
雪ゆ
き

ま
つ
り
客き
ゃ
く

迎む
か

え
る
提ち
ょ
う

灯ち
ん	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

北き
た

窓ま
ど

を
開ひ
ら

き
大お
お

き
く
深し
ん

呼こ

吸き
ゅ
う	

妙
　

病や

む
足あ
し

を
容よ
う

赦し
ゃ

な
く
噛か

む
寒さ
む

さ
か
な	

壽
　
子

紅こ
う

白は
く

の
鯉こ
い

の
紅べ
に

透す

く
薄う
す

氷ご
お
り	

房
　
良

つ
か
ま
へ
て
拭ふ

く
肉に
く

球き
ゅ
う

の
春は
る

の
泥ど
ろ	

芳
　
司

一い
ち

病び
ょ
う

に
し
て
息そ
く

災さ
い

や
桃も
も

の
花は
な	

れ
い
子

子こ

も
孫ま
ご

も
無な

き
雛ひ
な

祭ま
つ
り

独ひ
と

り
飲
む	

冬
詩
子

一い
っ

曲き
ょ
く

を
成な

し
て
流な
が

る
る
雪ゆ
き

解げ

水み
ず	

東
　
川

室む
ろ

咲さ

き
の
花は
な

の
見み

て
ゐ
る
窓ま
ど

の
外そ
と	

渡
　
舟

約や
く

束そ
く

を
み
な
う
や
む
や
の
吹ふ
ぶ
き雪

か
な	

千
年
雄

寒か
ん

の
水み
づ

一ひ
と

口く
ち

ご
と
に
活か
つ

入い

れ
て	

貞
　

珈コ
ー

琲ヒ
ー

香か
を

り
電で
ん

話わ

も
静し
づ

か
春は
る

の
昼ひ
る	

美
　
恵

　

二
人
は
30
年
以
上
も
秋
田
に
住
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
雪
深
く
、
生
活
の
た
め
に

は
車
が
必
要
な
土
地
に
あ
っ
て
、
10
年
後
、

20
年
後
の
生
活
を
考
え
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

同
居
し
て
い
た
ｂ
ｏ
ｎ
の
お
母
様
を
看

取
り
、
二
人
の
娘
も
自
立
し
、
ｂ
ｏ
ｎ
の

定
年
退
職
を
機
に
、
車
を
使
わ
な
く
て
も

良
い
『
生
活
に
便
利
な
立
地
』
を
条
件
に

家
を
探
し
始
め
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
お
墓
の
あ
る
秋
田
、
娘
の
住

ん
で
い
る
東
京
に
も
日
帰
り
の
で
き
る
、

そ
し
て
何
よ
り
も
付
き
合
い
の
深
い
ｂ
ｏ

ｎ
の
姉
の
居
る
仙
台
に
住
ま
い
を
決
め
た

の
で
す
。

　

家
具
も
食
器
も
、
あ
ら
ゆ
る
物
の
量
を

10
分
の
１
に
し
、
大
き
な
戸
建
か
ら
小
さ

な
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
引
越
し
は
、
も
の
す

ご
い
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
中
古
の
小
さ
い
マ
ン
シ
ョ
ン
を

二
人
の
住
み
易
い
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活
を
と
て
も
楽
し
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。

　

中
々
、
ｂ
ｏ
ｎ 

ｐ
ｏ
ｎ
の
よ
う
な
生

活
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
出
来

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
を
と
っ
て

か
ら
の
生
き
方
が
段
々
と
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
本
で
し
た
。

　

次
は
、
滝
沢
礼
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。



A
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年
金
コ
ー
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フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に

管
理
栄
養
士
　
吉
野
　
浩

フ
レ
イ
ル
と
は
「
虚
弱
・
健
康
障
害
」
を
起
こ

し
や
す
い
状
態
で
す
。

フ
レ
イ
ル
を
放
置
す
る
と
要
介
護
状
態
へ
と
繋

が
り
ま
す
。

原
因
は
「
低
栄
養
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
で
す
。

（
高
齢
期
に
な
り
食
事
量
が
減
る
こ
と
で
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
）

低
栄
養
は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
が
不
足
し
た
状
態
で
、
体
重

減
少
や
痩
せ
た
状
態
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
は
加
齢
に
伴
う
筋
量
・
筋
力
が
低
下
し
た

状
態
で
す
。

「
３
食
規
則
正
し
く
食
べ
る
・
主
食
、
主
菜
、

副
菜
の
揃
っ
た
食
事
を
心
が
け
る
・
牛
乳
、
乳
製

品
、
果
物
も
適
宜
食
べ
る
・
適
度
に
体
を
動
か
す
」

を
意
識
す
る
こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防
と
い
え
ま
す
。

特
に
食
事
か
ら
の
蛋
白
質
摂
取
量
が
減
る
と
、

身
体
の
筋
量
・
筋
力
低
下
を
促
し
ま
す
。

毎
食
、
主
菜
と
し
て
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
、
大

豆
製
品
の
い
ず
れ
か
１
つ
を
食
卓
に
あ
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
う
ち
、
現

金
で
納
付
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
４

月
初
旬
に
１
年
度
分
の
納
付
書
が
送

ら
れ
ま
す
（
年
度
途
中
で
60
歳
と
な

ら
れ
る
か
た
は
、
誕
生
日
の
前
日
の

属
す
る
月
の
前
月
分
ま
で
で
す
。
年

度
途
中
で
被
保
険
者
と
な
っ
た
か
た

は
届
出
後
２
～
４
週
間
後
に
納
付
書

が
届
き
ま
す
）。

　

納
付
の
方
法
は
、
現
金
納
付
（
納

付
書
を
使
っ
て
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）、
口
座
振

替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
電

子
納
付
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
ま
と

め
て
前
払
い
す
る
と
、
割
引
き
が
適

用
さ
れ
る
の
で
お
ト
ク
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、「
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
日
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。納

付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い

と
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔３月〕
	 29日	 第1回臨時会
	 29日	 議会運営委員会
〔４月〕
	 1日	 特別養護老人ホームみさと苑竣工式
	 5日	 県町村議会議長会議長会議
	 6日	 津南小学校増築棟竣工式
	 6日	 全員協議会
	 6日	 第2回臨時会
	 7日	 日本障がい者スキー連盟JPSスポンサーカップ
	 11日	 町政事務嘱託員会議
	 12日	 津南町建築協議会総会
	 13日	 津南町交通対策協議会定例会

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 4600日 高橋美佐子（見玉）
 2700日 和久井かつ子（大割野）
 2100日 大倉敏雄（小下里）
 2000日 若井栄一（穴山）
 1500日 渡辺秀子（正面）
 1400日 石橋俊治（割野）、久保田ナツ（小下里）
 1100日 藤ノ木保子（船山）
 1000日 福原幸子（外丸）
 600日 島田ミサ（赤沢）
 500日 恩田百合子（鹿渡）
 400日 樋口キノイ（船山）
 200日 石原一男（大割野）、山本ふみ子（中子）
 100日 滝沢美惠子（赤沢）
主な運動：ラジオ体操、テレビ体操、健骨体操、水中運動、柔軟運動、ウォーキング他

健康体力づくり100日運動
	 14日	 津南町スポーツ少年団入団式
	 17日	 民生児童委員との懇談会（総文福祉常任委員会）
	 18日	 長生学園入園式

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 23日	 農業改良会議(産業建設常任委員会)
	 24日	 津南町学術文化・スポーツ奨励賞表彰式
	 27日	 平成29年度成果巡視（産業建設常任委員会）
	 27日	 津南町身体障害者互助会定例総会
〔５月〕
	 3日	 津南町成人式
	 8日	 全員協議会

　

役
場
は
国
民
年
金
窓
口
の
た
め
、

厚
生
年
金
の
請
求
や
各
種
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
六
日
町
年
金
事
務
所
へ

の
ご
案
内
が
多
く
な
り
ま
す
。
遠
く

ま
で
手
続
き
に
出
か
け
る
の
が
大
変

な
場
合
は
、
近
く
で
開
設
さ
れ
る
年

金
相
談
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

専
門
の
担
当
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

〔
津
南
町
役
場
〕

　

毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〔
十
日
町
ク
ロ
ス
10
〕

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

い
ず
れ
も
先
着
順
の
予
約
制
で
す

の
で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話

を
入
れ
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
六
日
町
年
金
事
務
所
に
直

接
相
談
に
行
く
場
合
も
事
前
の
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

　
（
ク
ロ
ス
10
・
年
金
事
務
所
相
談
予
約
）

・
税
務
町
民
課 

町
民
班

（
役
場
相
談
予
約
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

す
の
で
、忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

納
期
限
を
確
認
し
て

忘
れ
ず
に
納
付

し
ま
し
ょ
う

年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

幼
児
・
児
童
（
10
回
ま
た
は
20
回
）

　
　
　

短
期
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津

南
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
好
評

を
い
た
だ
い
て
い

る
短
期
水
泳
教
室

が
今
年
も
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。

　

水
泳
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ

ず
と
て
も
人
気
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
心
と
身

体
を
共
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
や
習
い
事
の

人
気
№
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
プ
ロ
の

コ
ー
チ
が
水
泳
の
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
の
で
、
初
心
者
の
か
た
で
も
安
心
し
て
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
特
に
、
こ
の
短
期
水
泳
教
室

は
初
め
て
の
か
た
に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
町
内
小
学
校

ま
た
は
町
内
保
育
園
か
ら
配
布
さ
れ
る
『
水
泳

教
室
募
集
案
内 

兼 

申
込
書
』
に
ご
記
入
の
上
、

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

５
月
12
日
㈯
～
毎
週
土
曜
日

※
日
曜
日
の
場
合
も
有
り
ま
す
。

　

幼
児 

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

　
　
　

 

午
後
４
時
15
分
～
５
時
15
分

　

児
童 

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　
　
　

 

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

※
午
前
・
午
後
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

25
ｍ
プ
ー
ル

■
対　

象　

幼
児
（
年
中
・
年
長
）

　
　
　
　
　

児
童
（
小
学
１
年
生
～
６
年
生
）

■
内　

容　

水
泳
教
室

■
料　

金

　
【
ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員
・
Ｔ
ａ
ｐ
会
員
】

　
　

10
回
コ
ー
ス　
　

９
，
８
０
０
円

　
　

20
回
コ
ー
ス　

１
６
，
５
０
０
円

　
【
一
般
】

　
　

10
回
コ
ー
ス　

１
０
，
８
０
０
円

　
　

20
回
コ
ー
ス　

１
８
，
０
０
０
円

■
そ
の
他

・
人
気
が
あ
る
教
室
な
の
で
、
お
早

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
者
の
状
況
に
よ
り
受
付
を
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
等
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

魚
野
川
は
群
馬
県
の
野
反
湖
を
源
流
と
し
、

切
明
で
雑
魚
川
と
合
流
し
て
中
津
川
と
な
り
ま

す
。
魚
野
川
峡
谷
は
、
苗
場
山
麓
で
一
番
古
い

地
層
で
あ
る
結
東
層
の
硬
い
岩
石
で
構
成
さ

れ
、
絶
壁
が
続
き
左
岸
が
岩
壁
、
右
岸
は
原
生

林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
川
沿
い
は
、
結
東
層
の

変
質
火
山
岩
（
グ
リ
ー
ン
タ
フ
）
で
そ
の
堅

い
部
分
が
大
小
多
く
の
滝
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
岩
菅
山
の
八
合
目
付
近
か
ら
上
は
、
板
状

節
理
の
あ
る
黒
色
の
安
山
岩
溶
岩
で
、
こ
れ
は

高
井
火
山
岩
類
と
よ
ば
れ
る
中
新
世
後
期
（
約

５
５
０
万
年
前
）
の
火
山
岩
で
す
。

　

長
瀬
新
田
遺
跡
は
、
志
久
見
川
左
岸
、
標
高

約
５
２
０
メ
ー
ト
ル
の
朴
ノ
木
坂
段
丘
面
に
位

置
す
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
。

　

本
遺
跡
か
ら
は
、
５
，
５
０
０
年
前
の
火
焔

型
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
集
落
が
形

成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
資
料
は
、
津
南
町
の
縄
文
時

代
の
遺
跡
や
文
化
、
当
時
の
人
々
と
の
繋
が
り

が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
土
器
の
レ
プ
リ
カ
が
、
栄
村
歴
史
文
化

館
こ
ら
っ
せ
に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
土
器
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
道
の
駅

信
越
さ
か
え
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
49

魚
野
川（
地
質
景
観
）

ジ
オ
サ
イ
ト
№
50

長
瀬
新
田
遺
跡

　

支
流
で
あ
る
渋
沢
よ
り
奥
の
魚
野
川
源
流
地

域
は
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
の
「
保
存
地

区
」
と
な
り
入
山
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
魚

野
川
沿
い
は
「
保
全
利
用
地
区
」
で
面
積
は
約

１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本
州
第
２
位
の
森
林
地
帯

と
な
る
見
事
な
原
生
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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農
業
委
員
会
の

窓

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
２
月
〕

　

26
日　

第
８
回
総
会

〔
３
月
〕

　

23
日　

家
族
経
営
協
定
調
印
式

　

26
日　

第
９
回
総
会

家
族
み
ん
な
で
経
営
参
画

家
族
経
営
協
定
書
に
調
印

　

３
月
23
日
、津
南
町
役
場
に
お
い

て「
家
族
経
営
協
定
調
印
式
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

農
家
が
家
族
内
で
話
し
合
っ
て
、

経
営
計
画
や
生
活
設
計
、役
割
分
担

や
就
業
条
件（
労
働
時
間
・
報
酬
・
休

日
）な
ど
の
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
、文

書
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
覚
と
責

任
を
促
し
、経
営
と
暮
ら
し
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、協
定
を
締
結
し
た
農
家
は

二
組
で
す
。

　

一
組
目
は
、貝
坂
の
桑
原
重
和
さ

ん
と
妻
の
京
子
さ
ん
で
、後
継
者
の

和
弥
さ
ん
を
加
え
た
、再
締
結
と
な

り
ま
す
。

　

二
組
目
は
、大
井
平
の
中
島
孝
之

さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
中
島
久
子
さ
ん
、

妻
の
藍
子
さ
ん
を
加
え
た
、再
締
結

と
な
り
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、認
定
農
業
者
の
共
同
申
請

や
農
業
者
年
金
制
度
に
お
け
る
国
庫

補
助
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

調
印
式
は
、上
村
町
長
、加
茂
川
十

日
町
振
興
局
農
業
振
興
部
副
部
長
、

涌
井
農
業
委
員
会
長
の
立
会
の
も
と
、

終
始
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
た
い
ご

家
族
の
か
た
は
、お
気
軽
に
津
南
町

農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

大
地
に
生
き
る

中
なか

村
むら

　泰
やすし

さん（51歳・宮野原）

　

10
年
ほ
ど
前
に
津
南
町
に
戻
り
、

米
農
家
と
し
て
お
米
を
作
っ
て
い
ま

す
。
耕
作
面
積
も
当
初
か
ら
２
倍
に

な
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
生
業
と
し
て
い
る
と
、
つ

ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
自
分
が
手
間
暇

を
か
け
た
だ
け
作
物
も
応
え
て
く
れ

る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
周
り
の
先
輩
た
ち
の
や

り
か
た
を
見
な
が
ら
毎
年
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
昨
年
米
の
品
質
評
価
で
表
彰
さ
れ

た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
出
来
事

で
し
た
。

　

現
在
、国
の
農
業
政
策
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。よ
り
よ

い
品
質
の
お
米
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
、魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
も

よ
り
一
層
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
中
山
間

地
域
で
い
か
に
し
て
コ
ス
ト
を
抑
え

て
安
心・
安
全
で
品
質
の
良
い
農
産

物
を
作
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、単

に
農
地
の
集
約・
大
規
模
化・
機
械

化
だ
け
で
す
べ
て
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
安
心・安

全
で
品
質
の
良
い
も
の
は
コ
ス
ト
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
お
年

寄
り
が
こ
れ
ま
で
大
切
に
守
っ
て
き

た
田
畑
が
年
々
耕
作
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
担
い
手
農
家
も
す

べ
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
が
こ
れ
か
ら
も
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
津
南
町
に
は
農
業
に
や
り

が
い
を
も
つ
て
頑
張
っ
て
い
る
若
者

も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
声

を
積
極
的
に
聞
き
、
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
若
者

が
農
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
状
況
の
中
で

担
い
手
を
確
保
し
、
さ
ら
な
る
品
質

の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は

個
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
個
人
や
企
業
、
農
協
な

ど
の
組
織
か
ら
地
域
、
町
ま
で
が
一

体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
作
り
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　
津
南
町
に
は
お
米
を
は
じ
め
、
ア

ス
パ
ラ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
生
花
、

ト
マ
ト
、
雪
下
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
世
界

に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
農
産
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
一
の
津
南

ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
こ
と
こ
そ
が
こ
れ

か
ら
の
津
南
町
が
進
む
道
だ
と
考
え

ま
す
。

　
私
は
津
南
町
の
一
番
の
財
産
は
豊

か
な
自
然
と
温
か
い
人
の
つ
な
が
り

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
の

あ
る
こ
の
町
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
現
在
の
わ

た
し
た
ち
の
一
番
大
切
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
で

き
る
こ
と
は
進
ん
で
協
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
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　例年になく寒さ厳しい冬でしたが、暖かい春の訪れと
ともに新年度が始まり、何となく気忙しくなってきまし
たね。
　今回は、チマキについてお話したいと思います。
　チマキは 5 月 5 日、端午の節句に男の子の成長を祝っ
て食べられてきた、昔からの行事食です。
　みなさんのお宅でも、端午の節句にチマキを作って
食べますか ? 年配のかたは昔から、節句にはチマキを
と、作られるかたが多いようですね。ただ、高齢になると、
笹の葉の確保が自分では難しくなり、作らなくなったと
いう場合もあるようです。
　スーパーに行けば、材料も出来たものも売っています
が、山に行けば笹の葉も好きなだけ確保できるので、昨
年は地域の友人と笹の葉採りに行ってきました。
　笹の葉は、昔ながらに干して保存するかたもいると思
いますが、洗ってから茹でて冷凍保存すると、使うとき
は解凍してそのまま使えるので楽ですよ。

　場所にもよりますが、笹は 7 月の土用前に採ったほう
がいいと言いますので、７月 10 日前後くらいに採るの
がよいかと思います。
　仕事が忙しく、なかなか難しいかたも多いと思います
が、短時間でたくさん採れますので、挑戦してみてくだ
さい。そして、冷凍保存しておけば、いつでも使えます
ので…。
　チマキも、最初は上手に作れなくても、数を作るたびに
きれいに出来るよ
うになります。自
分で作ったチマキ
を食べるときは感
激ですよ、きっと。
　チマキは郷土料
理集にも載ってい
ますので、ご覧く
ださい。

端午の節句とチマキ

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　藤ノ木　ヨキ子（中深見）

津南町防災メールに
登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、火災・道路・
クマの目撃情報等をメールにて配信 !

■登録方法
QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード



戸 籍 の 窓

小林　篤司さん（割野）
柳　　美紀さん（十日町市）｝
恩田　祐紀さん（鹿渡新田）
西野　路子さん（十日町市）｝
石澤　雄太さん（上野）
上村　　文さん（大割野） ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,807（−27）　男4,744（−11）　女5,063（−16）

■世帯数3,545（９）　■転入／ 32　■転出／ 57　■出生／８　■死亡／ 10　■婚姻／２４月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●春季企画展
　「縄文遺物と現代美術　考古学から生まれるアート」
　会　期／4月21日㈯～6月24日㈰
　入場料／無料
　文化財修復家　堀江武史氏による、

縄文遺物を参考に制作した現代アート

展です。津南町と県外の出土品も展示

します。アートと考古学の共演をお楽

しみください。

＜ギャラリートーク＞
　日　時／5月4日㈮　10：00～ 11：00
　参加費／無料

●開発行為を行う場合は、一度ご相談ください！！
　土地に埋蔵されている遺跡を「埋蔵文化財」と呼び、文化財保護法の保護の

措置という法律で定められています。よって、土地の改変が生じる工事を行う

場合は、遺跡地図から工事用地における遺跡の有無を検討する必要がありま

す。そして、工事内容を事前協議して必要があれば遺跡調査が必要です。

　検討と協議には時間を要する場合がありますので、工事計画を立てた際は、

速やかに教育委員会文化財班（765-2299）までご相談ください。

島田　美
み

咲
さき

（宮野原） 淳さん
 久美子さん

星野　芽
め

衣
い

（正面）　 慎吾さん
 ひかりさん

滝澤　久子さん	 （85歳・結東）

島田　一治さん	 （86歳・赤沢）

山田　まきさん	 （90歳・前倉）

丸山　福雄さん	 （72歳・割野）

山田　重雄さん	 （91歳・大割野）

樋口カヅイさん	 （86歳・船山）

桑原今朝義さん	 （90歳・船山）

中澤　武夫さん	 （99歳・源内山）

清水　貞子さん	 （86歳・大割野）

岡村　タミさん	 （93歳・秋成）

岡本　又平さん	 （86歳・大割野）

丸山　一治さん	 （91歳・羽倉）

滝沢　玉枝さん	 （94歳・谷内）

5 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈭

10:00～12:00 カラムシのミサンガ 1,000 中学年以上

10:00～15:30 縄文まるごと一日体験　※要予約 1,500 低学年以上

13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

4日㈮

10:00～11:30 トントゥづくり 300 低学年以上

10:00～12:00 火おこしと弓矢づくり 500 低学年以上

10:00～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 ひょうたん細工 300 低学年以上

13:30～15:30 企画展ワークショップ　「服を土偶に」　※要予約 1,000 高学年以上

5日㈯

10:00～12:00 土器づくり 500 低学年以上

10:00～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 縄文人の食を探る～探しに行こう春の味～ 400 低学年以上

6日㈰

9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 琥珀の耳かざり風ペンダント 1,000 10才以上

12日㈯ 13:30～15:30 ひょうたんのマラカス 500 低学年以上

13日㈰ 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

19日㈯ 13:30～15:30 投槍器を使ってみよう 300 低学年以上

20日㈰ 10:00～12:00 そば打ち　※要予約 1,000 中学年以上

26日㈯ 13:30～15:30 苔玉づくり 500 低学年以上

27日㈰ 10:00～12:00 身近な薬草 300 低学年以上

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

は
桜
の
撮
影
に
は
行
き
ま
し
た
が
、

お
花
見
に
は
一
度
も
行
か
ず
じ
ま

い
…
。
春
を
満
喫
す
る
前
に
夏
が

来
そ
う
で
す
。
広
報
を
や
っ
て
い

る
と
月
日
が
経
つ
の
が
あ
っ
と
い

う
間
で
驚
き
ま
す
。
山
菜
で
も

採
っ
て
春
を
味
わ
い
ま
す
！

 

船
木 

康
平

　

広
報
担
当
２
年
目
に
突
入
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

例
年
に
比
べ
る
と
暖
か
な
日
が

多
く
、
町
中
に
春
を
感
じ
る
も
の

が
た
く
さ
ん
目
に
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
は
お
花

見
へ
行
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
暖
か
い
日
が
続
き
、
段
丘
桜
も

満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
薄
い
ピ
ン
ク
色
、
濃
い

ピ
ン
ク
色
で
彩
る
段
丘
桜
は
津
南
町
の
桜
の
名

所
で
す
。


